
8 バーブ歎とバハイ教　　（高椋）

ある・論法は2・騰・．次に（B〕で，，・．1きることを主張したいのである．きく、とこ旅

23geme2とあるが、実数は17　geme2で

ある。これは、マイナス記号が消えていたに違

いない。ごくa順」をとって竜こういう状態であ

るs

　筆者は、かSる例証を、シgメール経済文書

の手写史料による検討の非科学牲の例としてと

りあげているのではもちろんない。むしろ不可

遙的な史料の不正確さを、三種の文書を比較対

回することによって、かなりの程度’まで補正で

よれば、ヨーnッパ中世¢修道院などの経済文

書にもrこうした不正確さが付随するというが、

ラガシュ文書には、多数のぎe－ba表のごとき

比較検討のできる記録があるということを強調

したい。

　（註）

「シュメール都市国家ラガシュにおける神殿の

社会組織について　　　　割当地保有者をめぐ

って」（　「史林」41L巻6号）
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　バーブ教およびバハイ教について、我が麟で

はあまりょく知られていない。それは、今臼で

はすでに100年に余る歴更を有し、教徒竜ほ

とんど全世界にわたって存在して居り、世界教

の名を冠してはN’がらない程の勢力を舞してい

る。日本への到来は割合早く，大正年聞にはす

で琴各地で布教が試みられていたが・戦時中は．

その世界主義的な主張が誤解されて弾圧を受け

た為、未だ二三香少なく、一二に竜あ蟄り知ら．

れていないQ発禅地がイランであることは、西

南アジア研究会にとって竜縁浅しとしないとこ

ろがら、以下簡単なぶら紹介を試みる次第であ

るが、もとよ｝）研究も充分でなく、不明の点も

多い。読者諸氏の御教示を切にお願いする次第

である。

　　（1）　名称について

　両者共、教撮の名をとったものである。パー

ブBabとはアラビア藷で「門」を意味し、4

スラムにおいて、入々ぶそれを通って真理に到

達することが嵐来るとされているもので、元来

精神的な回心者を指すものであったが、バーブ

教が有名になってからは、i教裡ミールザー・ア

リー一・ムハンマドの劉名として專ら用いられる

ようになった。

　バハイ教は、教握ミールザー一・ホセイン・ア

リー・ヌーり一の別名をバハー・ウッラーと言

ったので、その名をとったものである。バハー一

はアラビア語で「栄光」の意である。ところで

kjはペルシャ語で人kの集団を表ず接尾辞

であるから、バハー一t　一一は「バハー教の入々」

の意味である。従って邦訳も「バハー教」の方

が適当か屯知れないが、教徒の間では「バハイ
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蓼」ヌ．は1一バハイ・窪敵」と言い：ならわして：いる

ので、今はそれに従っておく。序でに、バーブ

教徒のことはバPtピーと言う。

　　（2）　沿革

　バーーブ教およびがハイ教は実は一つの宗教蓮

動である。主流争いに端を発して、ババ・・nt・ウ

ッラーの率いる一派をバハー一　K一一としたのが、

　バ｝プは最初ブーーシールのモルラ・ホセイン

に彼の宣言を伝えたが、数日聞検討を加えた後n

モルラ・ホセインはこの宣言を容れ、バーブを

マフディーとして信じ，最初の劇画考となった。

これよリシーラーズのシェイキP一派を中心に、

バーブの教えは全国に向って急速に拡大して行

った。バーブは最初の僕徒18人を・「生ける者

ババ磁の凝りであるが課本麟ぬ一つ列の霞割としてイラン組びト・レキスタン略

ある。従って歴史的に観る時は一本にまとめて

取扱った方が便利である。

　前述の如く、バーブ教はミールザー・アリPt

・ムハンマドによって創始された。彼tt　18　19

年5月26日、イランの南部にあるシーラーズの

町に生れた。生家は予言者マホメットの後面と

して認められているセイェドの家柄であった。

父は商業を営んでいたが、早く亡くなったので

叔父の家に引きとられて育てられた。1ワ才の

頃、隊商に従Ptシーア派の聖地カルバラへ順礼

してこふに留り、シェイキー派の神学を学んだ。

数年の後、帰国した彼は，やがて「バーーブJに

到達したとの自覚を持つに至り、1844，年、

彼が25才の時に、自分こそ久しくその出現を

待たれていたマフディーであると宣誓した。

　マフディ・一一it、イスラム籔シ・・一一ア派の中の十

ニイマーみ派では第12代のイマームあことで、

彼は死んだのではなく、一時神隠しになったに

過ぎず、末世に再来して人類を救うとされてい

るものである。これは一種のメシヤ思想である

が、シーラーズ方面に勢力のあったシェイキ　一一

派の入々の聞では、特に熱心に信じられるよう

になっていた。

　地に送って盛んな布教活動を行なった。・彼の教

　えは当蒔カジャール朝の圧政に苦しんでいた艮

　衆に強く訴えるところ淋あり．たちまちにして

　全土に知られるに至ったが、同時に迫害も．．一．L斉

　に起った。

　　まず、マフデXl　ptの出現を待望していた人々

　の中には、伝説通りの奇跡を期待していたにも

　抱らず、その微候が現れなかったので失望し、

　却って迫害を始める老が出た。これとバーーブの

　主張する社会的改革を得まない支魏階級は、共

　周して公然と迫害を行なった。シーラーーズにコ

　レラが流行した時、バーブらはイスファハンの

　地に移り、こNで市長のマヌーチフル・パーーン

　の保護を受けたが、彼の死後、人々はファ・　L・ル

　スの気事ホセイン・ハーンを説いてノ｛一ブを異

　端者として弾圧させた。この後、官i慧に依る弾

　圧とイスラム各派力〉らの迫害は烈しくなったこ、

　そして、最初は純粋に宗教的であったこの運動
｝

　も、外部に対抗して結束を固めるようになケ、

　次第に党派意識が芽生え、やがて政治的な運動

　に変質してきた。

　　特にバーブが「ノグター一・イ・オ　一一ラー一」の

　称号を用いるに至ってからは、勉宗派からの憎
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悪は曝発した。ζ評しは1最初の点」とひう野飼

で、イスラムの信徒から予覇者マホメットに奉

られた蓉称で、4マームさえ竜この魯号の前に

は第こ二義的なものになるのである。従っていこ

れを称したことは、バーブ自身をマホメットの

地位に引き上げたことになり、イスラム数にお

いてこれ以上の潜勢はないことになるのであっ

た。

　一方、官憲の弾圧は営まず、至る済で信徒は

捕えられ設獄された。バーブも亦遂に捕えられ、

マークー一の獄に監禁された。ユ．849年から50

年にかけて、弾圧は頂点に達し、中でもシェイ

ク・タバルシーとゼンジャンにお・いては攻防戦

渉展踊された渉、激しい抵抗にも拘らず、バー

ブ教徒軍は敗塗した。185G年1．月、セイェ

ド・ヤフヤ・”一・ダーラーーピーぶナイリーズの城

にたてこ埋ると、皇帝ナーースル・ウッデ／一一ン

シャ一門遂に全國的に弾圧令を下した。筒年ワ

月には、軍糧バーブ淋、タブジーズの兵営にお

いて、銃殺刑に処せられた。この時、ザンワズ

i
　した。ミールザー・ヤフヤーは第一夫入の子，

　ミールザ一一・ホセイン・アリーは第ご夫人の子
1

｝鰯・又・噸詩人とし隅一勧ラ
1ト・ウル・エイン女史も下野した。

　　ミーールザー・ヤフiv　一とミPtルザー。ホセイ

　ン・アリーはそれぞれソブへ・アザル、　バハ

　一一・ウッラーと稗ぴ共に教団縮で膚力な存在
i

｛であったヵ豊・・て一ブ亡き後は互縦争い・やが
1

　て教団は二野に分裂してじまった彦ソブへ・ア

ザルの率いる派をアザリーと称し、バハー

　・ウッラーの率いる派をバハーイ　一一と称したが、

　バハー6一一は次第に優勢となり、アザリーは

程なく衰えてしまったので、バハーイーがバハI

i嶺としてバづ教の後蜷肥し、翻に至っ

ll　te　，O，．　，，d　w．．，．，xKi　．・　，x　r　・　g　y　i　一一　ta　．　ls　lv

l年ユ1月12日にテヘランで生れたσ父はすで

kc述べ断り煙にまでなった入であったが、

晴年ミールザre”’　一ムハンマド’アリーも殉艪ﾍゆよ激しくな2たが・彼はマザンデラン

の死を遂げた。この頃までに全國に翁いて、四

万の教徒が虐殺されたといわれている。

　この間にあっても．ブーシールのモルラ‘。ホ

セィンは熱心1’c布毅に従事し．テヘランにおい

てミールザー・ヤフヤー、ミールザー一・ホセイ

ン’アリーの兄弟を改宗させた。彼等はマザン

デランのヌールの名門の出身で、父はペルシャ

王室の大臣職にあり、名はセイェド・ミーールザ

ー・ Aッバースといった。六入の夫人があり、

多くの子女を有したが、何れ屯バーブ教に帰依

　バハー・ウッラーは地位を捨てxバーブ教に身

，を投じた。1850年、彼ぶ33才の時、弾圧
t

lのシェイク・タバルシーに繊かけ、シ｛ア派の

｝驚1塑齢翻諜竺薯
1

海賦テヘラン麟のシミラン沸いて皇勅
｛

降を企てた・・の鮒は失敗鈍ったカS・　C

れをきっかけとして多くの教徒が捕えられたり

　バハー’ウッラー竜亦捕囚の身となった演、程

　なくロシア公使の斡旋する所となり、彼は処刑

　を免れ、かわりたイラクのバグダーードへ追放さ

　れた。しぼらくしてミールザー・ヤフヤーも迫
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害を避けてバグダードへやって来た。

　バハー・ウッラーは、イランに在った頃から

人々の信望を得ていた淋、バグダードに移され

てからも熱心に布教に従事したので名声は益i覧

たかまりbこの教えは各地にひろまった。ミー

ルザー・ヤフヤー一とその派の人々は、バハー・

ウッラーの成功をねたむあまり、種々の策動を

したので、一年も経つ頃には、バハー・ウッラ

＿も遂に身を引かざるを得ない程になった。そ

こで彼は突然、誰に屯告げず、．唯一．人の従僕を

連れてクルディスタンのスレイマニヤに赴いた。

数臼後、この従僕は賊に襲われて殺されたので、

それから後、バハー・ウッラーは単身この荒野

に在った。彼のバハイ教についての大綱ts　，こ

の時に嵐来上ったと伝えられる。

　バハー一…　ウvッラーぶスレイマニヤの荒野に2

年間滞在している聞に・教徒達の間には不和が

生じ、熱意も次第に冷めてUまったのそこで、

バハー一・ウッラーの弟のアガー・ミールザー・

ムーサーをはじめ、主だった人々は教団に和合

を取りもどすために、バハー・ウッラーを迎え

ようとして、所在の調査のために起ち上った。

彼らは手を尽して簾人などから間き込みを行な

った結：果、クルディスタンのスレイマニヤの山

中にいる事力瑠明野。そこで・アガー一　一ミ｛

ルザ一一・ムーサの甥のシェイク・スルターンが

使者となり、多くの手紙を携えて迎えに行ったb

ババP一・ウッラーは帰還後戸に布教に努めたの

で以前にも増して名声は揚り、この教えに帰依

する老は急増した◎彼はそめ間にも盛に筆を執

り、各方面に書簡を送りn為政者に警告を発し

たりした。

　この頃、イラク駐在のイギリス総9A事サ・一・

アーノルド・バロゥズ、ケンバル大佐は、バハ

ー・ Eッラーの名声の高い（ρに注目して、彼を

イギijスの保護下に置こうと計画した。しかし、

再三の誘いかけにも拘らず、バハー’ウッラー

はイギリス政府の保護を：喜ばず、遂にその申し

出を拒否してしまった。

　バハー一6一の勢力浮増すにつれて、周囲の嫉

姫も増し、カルバラやナジャーフのシーア派学

者連中の間には、次第に憎悪が芽生えて来たe’

中でもナー一・スル・ウッディーン・シャーの命を

受けて聖母の改修に来ていたテヘランのシェイ

ク・アブドゥル・ホセィンは、これらの学者連

申と結托してバハー・ウッラー排斥の運動を起

そうとした。しかし、この排斤運動は威察しな

かったので、シェイク・アブドゥル・ホーlr　．Eン

等は・一方ではナースル’ウツデイーン’セヤ

ーに書簡を送ってバグダードに．お・けるバーーブi教

徒の恐るべき影響について陳べ、甲介では同時

にコンスタンチノープル駐在のペルシャ大使ミ

ールザー・ホセイン・カーンを促して、トルコ

皇帝アブドウル。アジズに働きかけて。バハー一・

ウッラー一一一　itバグダードから他の地に移すように

運動した。かくて、バハー・ウッラー嶽トルコ

政府の命令により、バグダードからコンスタン

チノープルに移されることになった。これは、

Z863年のことで、バハー・ウッラーはバグ

ダードに11年余り滞在したことになる。彼は

4月20E、バグダードを出発し、一先ず郊外

にあったりズワンの庭隠劇こ。これはナジブ
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・パシャの理荘であったが．バハ・一・ウッラー

けこ玉で別れを惜しむ信徒の為にt2鼠麗逗留

した。そしてこの逗留の關にバハ・一N・ウッラー

は彼が予言者であるということについて宣言を

発した。彼はそこからフライジャートに移り、

ケルクーク、モスル、ディヤール・バクルを経

てコンスタンチノー一．プルに向つた。

　一一一・JE、ミールザー・ヤフヤーは秘かにバグダ

ードを出て先廻りし、モスルから偽名を用いて

一行に紛れこみ、コンスタンチノープルまで飼

鎖した。

　コンスタンチノープル到藩後、四ケ月経て、

一行は更にアドリアノ・・一プルに移された。こtS

でミrvルザー・ヤフ’｝P　．一（　ソブへ・アザル）

は：再び別行動をとり、バハー一一　d一に対して激し

く反抗し始めた。その手嬉も雨湿で、バハーt・

ウッラーは何度も階殺されかけたと伝えられて

いる。又、イスファハンのセイェド・ムハンマ

ドは、公然とソブへ・アザルの傭につき、共同

して反抗するようになった。こうして、アザリ

ーとバハーイーの反9は日増しに募り、分裂は

決定的となった。バハーイーがバハーT一一・，ウッラ

減た認、ガペアザルは済プ・戒瀞

　されることになったQこれは1868年のこと
躍

　で、バハー・ウッラーはアドリアノーブルに約

1　5年滞在した。

　　アツカへの追放の厨的は、バハーイーの壊滅

　にあったので、トルコ政府はバハー・ウッラー

　のi魑伴者を四三に舗記した（，しかし、教徒の多

1くはアッカへの乱行を願い、アドリアノーブル

　を出てガリポリに到着した911　tS彼らの不満は爆

．発したと護篇隊長のクマール・エフェンディは

一の綱。より次第無力幽し驚（対■手燭つたバハー，一面捕舗たt

i処置に露りi政府も遂に譲歩して、全員の随行i
浮訊た・

；ア・カでは・一行は鞠兵獣囎され燃
i継が悪く、病人・評し効した。又、鞭

　生活潜長びくにつれて、脱落者屯出るようにな

iつた・バハーウ・ラーは繊ず難を蜘

睡肛欧力・一ス・。ハンの回転ド・・ハ
1

｛ンマドが現れ、又もや妨害に乗り出して来た。
i
　セイェド・ムハンマドの妨害が段：々ひどくなつ

　てくると・一これに対抗してバハーーイーの中にも

1彼を暗殺しようとする運動が生れた。そしてバ

｝パー・ウかの反拠拘らず実行され千

i

て・アザ・一翻抗嘩め・却ってシー刃耐寒

接近したので、バーブ教の主流はバハー一．イーの

掌握するところとなった。

　この間にも、ペルシャ大使ミ・一一jiVザt一・ホセ

ィン・カーーンはトルコ政府と交渉し、バーブ教

を淫す為に腐心していたが、遂に宰糟アリー一・

パシャ、外相ファード・パシャを動かしてバハ

ー・ Eッラーを流刑地アッカに移すことに成功1

　アッカでの晩年は、束縛も次第にゆるみ、兵’

営を娼て市内に居住を許され、更にバハー・ウ

ッラーは隔地の教徒の寄附により、比較的安楽

な生活を蛍むことが出来た。そうして1892

年5月28日、76才で他界した。

　バハー一’ウッラーの死後、教団の内部では分

裂が起った。これは、バハー一・ウッラーの子ら

の間に主導権争いが起ったものであるが、第一



西　南　ア　ジ　ア　硬　究 第　5　号 1．　3

夫入の長子アッパ…一ス・エフェンディ（実は第

二子、ag一一一一V一は指折）が後継者として自ら任じ

たのに対して、これを喜ばぬ人々は第二夫人の

長子ムハンマド・アリー一・エフェンディをたて

為争った。

この後、反師號き、又、臆闘力曇り返され

た眠両派共布教に力を入れたので、ヨーロッ

パ及び北米に町勢のva＊’：急増した1，申でもyバ

ノンのイブラーヒム・ジs　一一ジ・ハイルッラー

は・てメリカにお・いて盛んな霜教活動を展開し

二1鉱二二鋤ご鶉藩羨

派としての地位を確保し、彼は「神の栄光の具

竃

　楽園及び地獄等についても、それらに関する諸

　々の教えの真髄について説明し、物質的の天国

　や地獄、又、肉体の復活などの観念は、単に想

　像の作りごとであるとしている。

　　次に社会倫理的には、神の愛は万人に平等で

・あるとのたて繭から、博愛・平等・奉仕の糖神

　を説き、産業の振興・教育の普及、女権の拡張

　　・社会福祉の実施等がモットーとして掲げられ

　た・バハ「ウッラ喉ババ憺序による噸

　の統合を強く再び・具体的な計函を発駅しこて諸

灘海錨豊？騒雛灘
，語の採用、（バハイ教においてザメンホフに対
■

現者」として崇められることになった。　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　彼の後は孫のショーギ・エフェンディぶ第1　｝

代犠猷て鞭の縫の地位につき讃i

合の中心となった。但し、ショーーギ・エフェン

総懸叢雛劉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
「大業の翼成者」と呼ばれる側近者達の集団指｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

四隅されている・　　　｛
（3）教轍つv”c

@　i　バgeブの教えはイスラム教に負う所が多いカヨ

親四脚励煉てい、．その概とする｛
，t。ろ1榊騰で謝その栄光縣す｝

る鏡であるという点である。又、霊魂は不滅で

あり、人な死後の生を持つと説く。即ち、死は

第二の誕生セあり、入は生野において死後の生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

をより完全にする為の準備として善行を積まな

ければならないとする。又、復活・審判の巳・

する評億は極めて高い）、所得累進税の実施、

公共機関による社会福祉の実施、軍備の完全緻

摩等々である曇

　これらは今資の常識では、特に建新しいもの

ではないが、百年前のイランにおいては、随分

思い切った着想であった。従って、当時圧政下

＝苦しんでいたアジアの艮衆に訴えるところも強

く、驚くべき速さで拡って行ったのも当然であ

った。

　次に変った屯のとして独特の麿法を挙げるこ

とが旗来る6それは19Eiを：］月とし、　Z　9月

を1年とする：太陽麿で、都合361ヨに4，～

5日の閏揖を加えた竜のである。年首は春分に

定めてある演、これはイラン暦にならったもの

である◎ヌ．、禅聖i数としてバーブは19を、バ

バ・一一一一。ウッラーは9を指定したaこれはいう談

でもなくアブジャド（主としてセム系民族に行

なわれる習慣で、アルファベットの各字母にそ　・
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れぞ堀有畑縦与え・それt・C　．kり単謙ど1肌てもはゆらな曜大きくなった蘇鮪

．のi数価纏を決めるもの）によるもので、ユ9は

ワーヒド（唯一）及びウジュド（実在）、9は

バハー（栄光）の語がこれに当る。

　その他、イスラムの習慣を踏襲した好適例と

してはルーゼー（断食）がある。これは第19

月初行なわれ、その実施要領は”iスラムのそれ

と同様であるぶ、こちらは太陽腰に依っている

ので、毎年の時翔が一定するなど合理的である。

　　　　　＊　　　　　　　　　象　　　　　　　　索

　以上、簡単壕紹介であったが、我々はこNで

バハイ教が天理教とほコ同じくらいの歴史を有

　しなければならない。この二老の違Pは、やは

　り必然的に生じたものである。そ：れは、教義の

　本質にも問題はあるカミ、何と言ってもその置か

　れた歴塑的な環覧が、それぞれの方向を決定づ

　けた根本要困であると考えられるaすなわち、

　1．9世紀のイランは、時も場所も新宗教発生に

　好都合であったと言える。たゴ残念ながらこの

　方面の研究は未だ充分に：なさ専ていないので・

幽しい。とは糠。髄け臆ら加バ

　ハイ教を弛の大宗i致に比肩するのは早いかも知

　れないが、世界の大宗薮がその発祥地を、いず

しな鉱天加力躰の宗翻にイ宿撃齦ﾜアジアの地にし嘱ρは・まことに

いにも拘らず、バハイ教は早くも世界薮の名を｝興味あることである。

Y晦冨be丑Ad棚’・s盤面）a王選｝1a覇．edi　ted，

t．raltslat・ed　and　provide　d　with　ar．　introduci　ion

鋤d君。士es　bv　A．　ben　Shemesh．工eiごen丑．」．briii

　　　　　　　　　　　　　1958．　1〈．’．　＋　1’7？．　pp．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　　藤　　圭四郎

本書はライデンのブリ嬉醐翻される o
予定の「イスラームに点ける免税」（Taxa－

tion　in　Islam）という叢書の第一巻と

して公刊されたもので、環存するイスラーム世：

界の微税に関する激った著述としては最も古い

ヤフヤー．ベン’アーダムの「キターブ・アル

・ハラージ」（租．税の書）をテル・アヴィヴ大

学Tel　AvivUniv．のイスラーム法の

数授ベン・シェメシュ博士が註釈を遷して莫訳

したものである。本書のアラビア語の原本は、

もとシャルル・シュフェCharles　Schefer

博士の蔵書で、いまパリの国民図書館にある写

本であって、まず1896年にジヤインボウル

Th．W．juynboHが：容噛し、ついで19

28年に法官シャーキルAhmad　M：uham一
　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

mad　ShakirAbu　al　一Ashbal　が前


